
  

 

 

日時：2019年 2月 24日（日） 

場所：京都市上京区 京都御苑 

天候：晴れ 

参加者：一般 57名（内子ども 3名）、スタッフ 21名 合計 78名 

 

 2月の天気としては晴れて暖かく絶好の観察日和となった。集合場所に着

くとアトリが 2、3羽来てくれた。9時半頃から堺町休憩所前で受付開始、

参加者が多い。10時開会し挨拶、人数確認、清水代表の御苑の広さは甲子

園の何倍か？とのクイズ後（正解は 50倍）観察会をスタート。目の前に寄

せ植え状態のクスノキ・イロハモミジ・イチイの木が有り全員で観察。「ど

うしてこの様な形になるのか不思議ですね。少し考えてみましょう。」「いろ

いろの見方、考え方がありますね。でも本当のことはわからない場合もあり

ます。こんな風に、森の中には私達がわからなかったり、不思議に思うこと

が沢山有ります。これからの観察ではこの不思議を大切にして、沢山の不思議

を見つけて愉しみましょう。」と脳トレをやった後、堺町御門西側へ移動、イチ

ョウの樹上にアオサギの巣が 10個有り観察。巣が丸見えで外敵から（カラス・

猛禽類など）守れるのかと心配になる。宗像神社東側へ移り、マテバシイの実

を探すも見つから無い。リスに食べられたか！？とげの鋭いカラタチ、イスノ

キ。タブノキが昨年 9月の台風で倒れ宗像神社の塀が壊れブルーシートが。神

社内正面右手の大きなクスノキの樹洞に、毎年アオバズクが青葉の茂る頃、飛

来し営巣し子育をするようだが、目の前のタブノキが倒れて影響が無い事

を願う。 

 神社内正面西側に 4ｍ程のバショウが。沖縄や奄美で、繊維を取り出し織

る芭蕉布は日本三大古布の一つです。宗像神社西塀側にはオガタマノキ

が、まだ蕾みで開花待ち。高さ 10ｍ～15ｍほどになるようですが、下部に

枝が付き観察し易い。モクレン科で花が咲くと良い香りだとか。サカキと共

に神前に供える木。1円硬貨の図案はオガタマノキだそうです。 

 北へ向かいツクバネガシ、サンゴジュ、良い香りの白梅、紅梅、可憐なヒ

ガンザクラ。出水広場へ移動。大楠が待っている。土地が広くて枝を自由に

伸ばしている。小川にはセリ、クレソン。水を飲みにカラスが。梅園には約

200本の紅白梅が花を咲かせて綺麗だ。蠟細工の様な黄色のソシンロウバ

イ。途中にエノキの巨木、樹齢はどの位だろう？しっかりと板根状態になっ

ている。梅林を抜ける手前でマツゲゴケ探しを。若手のホープ辻君が見付

け、観察出来ました。桃林を抜け清水谷家のムクノキの冬芽を観察。御所の南塀を東へ歩き、バッタ

が原へ。下見時はリュウノヒゲ(ジャノヒゲ)の瑠璃色の実が沢山散乱していましたが、見当たらずホ

コリタケとチョコレート色をした 20㎝程の円盤型キノコを発見。さて名前は？ウマノアシガタが多く
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～植物の冬の姿を見てみよう～ 

 

クスノキ・イチイ・イロハ

モミジが同じところから

重なるように生えている 

 

オガタマノキ 

ソシンロウバイ 

ウグイスカグラ 



生えています。更に東へ進むとコオロギの里へ。日陰にフッキソウが群生、黄

色い花の終わったツワブキ、白色の幹が美しいイヌビワ。枝先に 1㎝程の丸い

実？が。イチョウの根元には大量の銀杏。アオキの新芽が綺麗だ。アセビの白

い花、ネズミモチ、天ぷらネタで人気のニワトコの花芽が。大きなサルノコシ

カケがある昼食処の母と子の森に到着した。 

昼食後の店開きでは、清水代表から採取出来ないので拾った植物、キノコの解

説を。眞田理事からはアオバズク等の鳥の話と京都御苑関連の話をして頂い

た。 

 13時 15分から後半の部を。バードバス（鳥の為の水場）では、数人の方が観

察をしていた。シジュウカラ、エナガ等のカラ類、メジロ、ジョウビタキ、シロ

ハラ、アオジ、ムクドリ、イカル等が見られる。静かに横を抜けるとウグイスカ

グラの極小の濃いピンクの花が咲いていた。バードバス廻りには鳥が多く、落ち

葉をほじくるシロハラとアオジを観察出来た。ベンチに座り弁当を食べている人

がトビに狙われていた。この辺りは倒木が多く台風被害がすごかった様で、まだ

手付かず状態だった。大きな松が多いが、倒木ではアカマツの方が多い。アカマ

ツは弱いのだろうか？それと松ぼっくりが非常に多く、危機を感じ種子を多く

飛ばす為だろうか。観察会も終盤で中山邸跡のクロガネモチは 1週間前の下見

では赤い実が沢山付いていたが、今はほとんど落ちてしまい、観察会はタイミン

グも重要だと思った。鹿の子模様のカゴノキを観察後、清水代表にムクロジシャ

ンプーの実演をして頂き、閉会挨拶、人数確認をして今出川御門近くで 14時半

に解散。歴史の積み重なった京都御苑での観察会は無事終了。好天にも感謝で

す。また本日の参加者、ご助力頂いたスタッフの皆様に御礼申し上げます。               

（隅田） 

  

ウメ 

出水の小川でセキショウの花を観察 

フッキソウ 

大きなサルノコシカケ sp. 

 

カゴノキの木肌が 

鹿の子模様 

拾った松ぼっくりや木の葉であそんだよ ネクタイが素敵なシジュウカラ 

アオサギのコロニーとなった 

イチョウ 


